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社
大
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の
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介
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同
志
社
大
学 “

知‘

の
軌
跡�

　
　
　 

〜
公
開
特
許
情
報
〜（
一
部
ご
紹
介
）�
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インタビュー  1�

京都府地域結集型共同研究事業�
「機能性微粒子材料創製のための基盤技術開発」について..1�
日高　重助　　　同志社大学工学部物質化学工学科 教授�
�
インタビュー  2�

研究リーダーに聞く！　機能性微粒子が拓く可能性..3�
廣田　　健　　　同志社大学工学部機能分子工学科 教授�
森　　康維　　　同志社大学工学部物質化学工学科 教授�
増田　弘昭　氏　京都大学大学院工学研究科 教授�
竹内　達夫　氏　キヤノン株式会社　化成品事業本部電子写真技術開発センター 部長�
�
�

■教員研究紹介�

物理学者の視点から、世界に通用する�
ベンチャー・マインドを育成..5�
山口　栄一　同志社大学大学院ビジネス研究科 教授／ITEC副センター長�

�
材料力学の立場から、新産業創出につながる�
新素材を研究開発..7�
大窪　和也　同志社大学工学部／エネルギー機械工学科 助教授�

特集�



12

京都府地域結集型共同研究事業　参加研究者�

廣田　健（機能分子工学科 教授）�
高機能性微粒子粉体の液相中での調製など�

稲葉　稔（機能分子工学科 助教授）�
液相利用による微粒子生成過程の基礎研究など�

森　康維（物質化学工学科 教授）�
微粒子集積化技術を利用したナノコンポジットの作製など�

白川善幸（物質化学工学科 助教授）�
微粒子集積化技術の基盤研究、不均一電場下での粒子集
積実験など�

藤井　透（機械システム工学科 教授）�
環境調和型回路用複合樹脂基板の開発、竹繊維強化型生
分解性高分子複合材料の開発など�

N門進三 （電子工学科 教授）�
微粒子表面のコーティング技術の開発、微粒子の電気・磁
気的性質の計測など�

下坂厚子（物質化学工学科 実験講師）�
粉体ジェット塗装システムの開発、高機能性セラミックス
材料の微構造設計法の提案など�

土屋活美（物質化学工学科 教授）�
マイクロチャンネル内微粒子輸送・分級特性の評価など�

日高　重助（ひだか　じゅうすけ）�
同志社大学工学部物質化学工学科 教授�

京都府地域結集型共同研究事業　研究統括�

�
専門分野は反応・分離工学、材料設計工学な
ど。粉体系のシミュレーション法の提案や、
粉体力学に関する独自理論の展開など、日
本を代表する微粒子研究の第一人者として
知られる。趣味は、数年前から始めた硬式テ
ニス。インストラクターは教え子だそうで、
週末に1時間ほど汗を流すのが健康の秘訣。
多忙な研究の合間を縫って、自宅の庭で季
節の草花を育てるロマンチストでもある。�

（同志社大学工学部）�

特集  インタビュー 1 京都府地域結集型共同研究事業「機能性微粒子材料創製のための基盤技術開発」について�

夢
の
材
料
開
発
に
高
ま
る
期
待�

�
　
わ
が
国
の
粉
体（
固
体
微
粒
子
の
集
合
体
）

研
究
の
歴
史
は
古
く
、一
九
四
〇
年
代
か
ら

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
固
体
を
微
粒

子
に
す
る
こ
と
で
、固
体
そ
の
も
の
が
流
動
性

を
持
っ
た
り
、わ
ず
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
他
物
質

と
反
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
、こ
う
し
た
粉
体
特
性
を
総
合
的
に
利

用
し
て
、多
く
の
社
会
に
有
用
な
材
料
の
大
量

生
産
プ
ロ
セ
ス
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。�

　
し
か
し
、二
十
一
世
紀
を
迎
え
、よ
り
安
全

で
、人
間
的
で
、し
か
も
環
境
に
配
慮
し
た
社

会
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
安

全
性
は
、間
違
っ
た
薬
を
服
用
し
て
も
、そ
の

薬
は
効
か
な
い
と
い
う
程
度
の
高
い
安
全
性
で

す
。そ
ん
な
社
会
の
形
成
に
は
自
己
浄
化
機
能
、

自
己
診
断
機
能
、自
己
分
解
機
能
な
ど
の
大

変
高
度
な
機
能
を
持
つ
材
料
が
必
要
で
す
。

ど
う
し
た
ら
材
料
に
、そ
ん
な
高
度
な
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

答
え
の
一
つ
を
ナ
ノ
微
粒
子
の
科
学
的
研
究

が
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

一
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
と
は
、

お
よ
そ
一
〇
〇
万
分
の
一
ミ
リ
サ
イ
ズ
の
微

粒
子
の
こ
と
。こ
れ
ま
で「
科
学
の
空
白
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
領
域
で
す
。
物
質
を
ナ
ノ
サ
イ
ズ

ま
で
細
か
く
す
る
と
、カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

の
よ
う
に
平
凡
な
炭
素
か
ら
は
想
像
も
で
き

な
い
新
し
い
性
質
が
現
れ
ま
す
し
、他
の
物
質

の
微
粒
子
で
も
そ
の
大
き
さ
や
形
状
に
よ
っ
て

反
射
光（
色
）が
変
化
す
る
な
ど
、従
来
に
は

な
か
っ
た
新
し
い
特
性
を
発
現
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ナ
ノ
微
粒
子
の
表
面
に

高
密
度
回
路
を
集
積
さ
せ
れ
ば
、現
在
の
平

面
デ
バ
イ
ス
の
何
十
倍
も
の
機
能
を
持
っ
た

I
C
チ
ッ
プ
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
つ
ひ
と
つ
の
微
粒
子
に
高
度
な
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

夢
の
材
料
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。�

　
特
許
庁
が
実
施
し
た
「
ナ
ノ
構
造
材
料
技

術
に
関
す
る
技
術
動
向
調
査
」
に
よ
れ
ば
、ナ

ノ
粒
子
を
は
じ
め
と
す
る
微
粒
子
の
応
用
分

野
は
、電
子
デ
バ
イ
ス
材
料
を
は
じ
め
、医
学
・

薬
学
材
料
、安
全
・
浄
化
材
料
ま
で
大
き
く
広

が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
学
問

的
に
も
未
知
の
部
分
が
多
く
、さ
ま
ざ
ま
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
埋
も
れ
た
魅
力
あ
る
領
域

と
し
て
熱
い
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。�

��

産
官
学
連
携
で
微
粒
子
の�

実
用
化
技
術
を
研
究�

�

　
京
都
は
微
粒
子
研
究
発
祥
の
地
で
あ
り
、

焼
物
や
染
織
、金
箔
な
ど
伝
統
的
な
粉
体
技

術
を
活
用
し
て
、最
先
端
の
技
術
開
発
を
行
っ

て
い
る
企
業
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。こ
う
し

た
地
域
性
を
生
か
し
、同
志
社
大
学
が
中
核

と
な
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
、京
都
府
地

域
結
集
型
共
同
研
究
事
業
「
機
能
性
微
粒
子

材
料
創
製
の
た
め
の
基
盤
技
術
開
発
」で
す
。

京
都
府
地
域
だ
け
で
な
く
、わ
が
国
の
微
粒

子
研
究
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
国
公
私
立
大

学
・
研
究
機
関
・
企
業
の“

高
度
な
知‘

が
集

結
し
た
産
官
学
連
携
事
業
で
、事
業
実
施
の

五
年
間
で
、先
端
微
粒
子
材
料
の
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
面
で
の
飛
躍
的
な
利
用
価
値
の
増
大
、

そ
し
て
地
域
活
性
化
と
新
産
業
の
創
出
を
目

指
し
て
い
ま
す
。�

�

【
研
究
テ
ー
マ
1
】�

高
機
能
微
粒
子
材
料
生
成
過
程
の
研
究
開
発

（
研
究
リ
ー
ダ
ー
／
廣
田
　
健�

同
志
社
大
学
工
学
部 

教
授
）�

　
新
し
い
光
学
的
・
電
磁
気
的
性
質
を
有
す

る
微
粒
子
の
合
成
と
微
粒
子
の
大
き
さ
、形
、

結
晶
状
態
や
表
面
特
性
な
ど
の
微
粒
子
特
性

を
精
緻
に
制
御
す
る
技
術
の
開
発
を
行
い
ま

す
。
例
え
ば
、新
し
い
電
磁
気
特
性
が
期
待
さ

れ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型
酸
化
物
微
粒
子
の
合

成
、有
機
溶
媒
中
に
分
散
し
た
ナ
ノ
オ
ー
ダ
ー

の
水
滴（
逆
ミ
セ
ル
）内
で
微
粒
子
特
性
を
精

密
に
制
御
す
る
微
粒
子
合
成
技
術
。
ま
た
、微

粒
子
の
形
状
を
任
意
に
制
御
す
る
技
術
の
開

発
を
大
型
並
列
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
P
C
ク
ラ
ス

タ
ー
）を
使
っ
た
計
算
化
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
駆
使
し
て
進
め
て
い
ま
す
。�

�【
研
究
テ
ー
マ
２
】�

微
粒
子
材
料
分
散
輸
送
制
御
技
術
の
研
究
開

発（
研
究
リ
ー
ダ
ー
／
森
　
康
維�

同
志
社
大
学
工
学
部 

教
授
）�

　
微
粒
子
材
料
を
生
産
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
シ

ン
グ
技
術
の
開
発
と
高
い
機
能
を
持
つ
微
粒
子

の
新
し
い
利
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、微
粒
子
を
規
則
的
に
並
べ
る
と

特
定
の
光
し
か
通
さ
な
く
な
り
ま
す（
フ
ォ
ト

ニ
ッ
ク
結
晶
）。こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
機
能
性

を
持
っ
た
新
材
料
を
開
発
す
る
た
め
に
、液
体

中
に
分
散
し
て
い
る
微
粒
子
に
電
場
を
加
え

て
、微
粒
子
の
集
合
組
織
を
精
緻
に
制
御
す

る
技
術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、京
都
議

定
書
の
発
効
に
よ
っ
て
溶
剤
塗
装
の
規
制
が
始

ま
る
の
で
、溶
剤
を
使
わ
な
い
新
し
い
粉
体
塗

装
技
術（
金
属
表
面
に
帯
電
し
た
ナ
ノ
微
粒

子
を
塗
布
す
る
技
術
）な
ど
の
確
立
、ト
ナ
ー

微
粒
子
に
よ
る
画
像
情
報
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の

開
発
や
微
粒
子
複
合
材
料
の
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

�【
研
究
テ
ー
マ
３
】�

微
粒
子
計
測
・
観
測
技
術
の
研
究
開
発�

（
研
究
リ
ー
ダ
ー
／
増
田
　
弘
昭�

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授
）�

　
新
し
い
高
機
能
材
料
で
は
、微
粒
子
一
個
一

個
が
同
一
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、単
一
微
粒
子
の
結
晶
状
態
や

表
面
状
態
、あ
る
い
は
帯
電
量
な
ど
の
測
定
法

の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、微
粒
子
表

面
の
原
子
や
分
子
は
非
常
に
活
性
で
、微
粒
子

が
集
合
し
た
材
料
の
特
性
に
大
変
敏
感
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
小
さ
な
表
面
の
局
所
的
状

態
の
評
価
法
、そ
の
た
め
の
X
線
源
の
開
発
や

計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

微
粒
子
の
表
面
を
利
用
す
る
計
測
法
と
し
て
、

表
面
増
強
ラ
マ
ン
散
乱
法
に
よ
る
微
量
物
質
の

計
測
法
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

��

中
小
企
業
の
活
性
化
と
地
域
社
会
の

発
展
を
目
指
し
て�

�

　
ナ
ノ
微
粒
子
を
使
っ
た
新
材
料
の
開
発
は
、

多
く
の
企
業
が
注
目
し
て
い
る
、い
わ
ば
旬
の

テ
ー
マ
で
す
。
新
し
い
技
術
、発
想
、付
加
価
値

が
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
世
界
で
す
が
、さ
ま
ざ

ま
な
大
学
研
究
機
関
や
企
業
が
互
い
に
連
携

し
、
技
術
を
磨
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
品
質

な“

ス
キ
ル
バ
ン
ク‘

と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
、講
習
会
な
ど
を
定
期
的

に
開
催
し
て
、私
た
ち
の
研
究
成
果
を
社
会
に

還
元
す
る
つ
も
り
で
す
。�

　
京
都
府
地
域
結
集
型
共
同
研
究
事
業
の
基

本
理
念
は
、中
小
企
業
を
活
性
化
し
て
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
微
粒
子

を
利
用
し
た
ナ
ノ
材
料
・
技
術
の
開
発
に
熱
意

を
持
っ
て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、規
模
の
大
小
、

業
種
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。「
何
か
面
白
い
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
」「
新
し
い
市
場
を
開
拓
し

た
い
」
と
考
え
る
、意
欲
あ
る
企
業
と
の
共
同

研
究
を
望
ん
で
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
、同
志
社
大
学
、ま
た
は
コ
ア
研
究
室
の
あ

る
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
ラ
ボ
棟
を
訪
ね
て
く
だ

さ
い
。�

同
志
社
大
学
�

京
都
大
学
�

大
阪
大
学
�

茨
城
大
学
�

京
都
府
中
小
企
業
総
合
セ
ン
タ
ー
�

（
株
）タ
ム
ラ
製
作
所
�

関
西
電
力（
株
）�

キ
ン
セ
イ
マ
テ
ッ
ク（
株
）�

白
石
工
業（
株
）�

コ
ー
ア（
株
）�

シ
ャ
ー
プ（
株
）�

（
株
）リ
コ
ー
�

京
セ
ラ
ミ
タ（
株
）�

キ
ヤ
ノ
ン（
株
）�

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
株
）�

日
本
ペ
イ
ン
ト（
株
）�

（
株
）日
電
鉄
工
所
�

星
和
電
機（
株
）�

ユ
ー
エ
ム
ジ
ー
・
エ
ー
ビ
ー
エ
ス（
株
）�

大
塚
電
子（
株
）�

（
株
）島
津
製
作
所
�

（
株
）ホ
ソ
カ
ワ
粉
体
技
術
研
究
所
�

理
学
電
機
工
業（
株
）�

中
西
技
術
事
務
所
�

（
有
）エ
ク
セ
ル
キ
ョ
ー
ト
�

（
株
）リ
ガ
ク
�

（
株
）ラ
ム
ダ
ビ
ジ
ョ
ン
�

参
画
研
究
機
関
　
２７
機
関
�

特集 インタビュー  1

日
高
　
重
助
�

同
志
社
大
学
工
学
部
物
質
化
学
工
学
科
 教
授
／
京
都
府
地
域
結
集
型
共
同
研
究
事
業
研
究
統
括
�

京
都
府
地
域
結
集
型
共
同
研
究
事
業

「
機
能
性
微
粒
子
材
料
創
製
の
た
め

の
基
盤
技
術
開
発
」
に
つ
い
て
�

京都府�

基本計画案の提出�

選定・評価�

支援�

開発シーズ�コア研究室�

スキルバンク�

研究統括�

事業局�

事業統括�

新技術�
エージェント�

新技術�
ニーズ�

共同研究推進委員会�研究交流促進会議�

民間企業・民間研究所�
大学・研究機関�
府中小企業総合センター�

・微粒子実用化技術開発�

・環境、材料エネルギー分野におけるソリューション技術の�
  実用化�

・シーズ技術提供�

・研究員の派遣等�

・ディスプレイ�

・センサー�

・高効率電池�

・電子回路転写技術�

市　場�

（独）科学技術振興機構�
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ナノ複合粒子製造装置�

研究リーダーに聞く！　機能性微粒子が拓く可能性�

京
都
府
地
域
結
集
型
共
同
研
究
事
業
の
魅
力
は
、同
志
社
大
学
を
中
心
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
大
学
、企
業
、研
究
機
関
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
最
先
端
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
機
能
性
微
粒
子
材
料
の
創
製
の
た
め
の
基
盤
技
術
開

発
が
、私
た
ち
の
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て
い
く
の
か
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活

躍
す
る
研
究
リ
ー
ダ
ー
に
最
新
の
研
究
動
向
や
将
来
展
望
な
ど
を
伺
っ
た
。
�

廣田　健�
（ひろた　けん）�

�

同志社大学工学部�
機能分子工学科 教授�

森　康維�
（もり　やすしげ）�

�

同志社大学工学部�
物質化学工学科 教授�

高
機
能
微
粒
子
材
料
生
成
過
程

の
研
究
開
発
�

微
粒
子
材
料
分
散
輸
送
制
御
技

術
の
研
究
開
発
�

増田　弘昭 氏�
（ますだ　ひろあき）�

�

京都大学大学院�
工学研究科 教授�

竹内　達夫 氏�
（たけうち　たつお）�

キヤノン株式会社　化成品事業本部�
電子写真技術開発センター 部長�

微
粒
子
計
測
・
観
測
技
術
の
�

研
究
開
発
�

京都地域結集型共同研究事業に
期待する� 研

究
リ
ー
ダ
ー
に
聞
く
！
�

機
能
性
微
粒
子
が
拓
く
可
能
性
�

　
無
機
化
合
物
の
微
粒
子
粉
体
は
、電
気
的
・

磁
気
的
特
性
や
光
学
的
特
性
と
と
も
に
、例

え
ば
触
媒
作
用
、抗
菌
作
用
な
ど
多
種
多
様

な
機
能
を
示
す
も
の
が
あ
り
、そ
れ
ら
は
粉
体

の
化
学
組
成
や
形
態
、形
状
、粒
子
の
径
分
布
、

比
表
面
積
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ
メ
ー
タ（
要

因
）に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
パ
ラ

メ
ー
タ
は
生
成
過
程
に
大
き
く
依
存
す
る
た

め
、私
た
ち
は
こ
の
生
成
過
程
と
粉
体
特
性
の

関
係
を
調
べ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
も
実
を
結
び
つ
つ
あ

り
ま
す
。
磁
性
酸
化
物
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
フ
ェ
ラ

イ
ト（M

g
F
e
2 O
4

）のF
e

の
一
部
をM

n

（
マ
ン

ガ
ン
）に
置
き
換
え
た
組
成
の
微
粒
子
粉
体
を
、

液
相
法
に
よ
る
粉
体
合
成
法
の
一
種
で
あ
る

錯
体
重
合
法
で
合
成
し
、そ
の
粉
体
を
焼
結

し
た
と
こ
ろ
、電
気
抵
抗
と
磁
気
特
性
が
向

上
す
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、チ
タ

ン
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム（
窒
化
物
）系
金
属
間
化
合
物

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
粉
体
合
成
を

行
い
、よ
り
効
果
的
な
生
成
工
程
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、次
世
代
型
の
磁
性
材

料
や
電
子
部
品
な
ど
を
開
発
し
て
、高
密
度

高
速
情
報
機
器（
移
動
体
通
信
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
等
）の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
�

　
自
動
車
が
単
な
る
輸
送
機
関
か
ら
、人
間

の
自
由
意
志
で
移
動
す
る
快
適
空
間
へ
と
変

貌
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、電
子
光
学
機
器
が
住

宅
や
仕
事
場
を
よ
り
生
活
し
や
す
い
温
か
な

空
間
へ
と
変
え
る
手
助
け
を
す
る
時
代
が
到

来
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
動
か
す
材

料
開
発
の
基
礎
固
め
を
行
う
こ
と
が
目
的
で

す
。
企
業
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、最
先
端
の
出

発
点
に
立
て
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
得
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、企
業

が
継
続
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、他
社

（
他
国
）任
せ
に
せ
ず
、自
社
に
よ
る
基
礎
的
な

研
究
開
発
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

微
粒
子
粉
体
と
い
う
視
点
か
ら
、市
場
が
求

め
る
ニ
ー
ズ
先
行
型
の
研
究
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�　
私
た
ち
は
、微
粒
子
を
い
か
に
所
定
の
位
置

ま
で
運
び
、目
的
に
か
な
っ
た
配
置
や
集
積
が

で
き
る
か
と
い
う
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
た
と
え
個
々
の
粒
子
の
機
能
が
優
れ
て

い
て
も
、粒
子
一
つ
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
は

少
な
く
、そ
れ
ら
を
集
め
て
集
合
体
と
し
て
性

能
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

粒
子
を
輸
送
す
る
技
術
の
一
つ
に
、マ
イ
ク
ロ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
粒
子
輸
送
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
工
業
生
産
現
場
で
は
、大
き
さ
が
数

百
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
数
ミ
リ
ま
で
の
粒
子
を
空
気

輸
送
や
ス
ラ
リ
ー
輸
送
で
目
的
地
ま
で
運
ん
で

い
ま
し
た
。
同
様
の
技
術
を
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の

粒
子
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
が
、

大
き
さ
が
小
さ
く
な
る
分
、精
密
な
制
御
が

必
要
と
な
り
、実
験
的
検
証
の
ほ
か
、計
算
機

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
機
能
計
算
な
ど
も

大
切
な
研
究
課
題
と
な
り
ま
す
。
�

　
微
粒
子
の
輸
送
技
術
の
開
発
は
端
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
基
礎
的

で
学
理
的
な
研
究
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、例
え
ば
プ
リ
ン
タ
・
コ
ピ
ー
機
の
画
質
性

能
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
「
粉
体
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
超
精
細
電
子
写
真
技
術

の
開
発
」
な
ど
、実
用
化
に
直
結
し
た
研
究

も
行
っ
て
い
ま
す
。Ｏ
Ａ
機
器
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

企
業
が
多
数
参
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

カ
ラ
ー
で
画
素
数
の
多
い
、か
な
り
先
進
的

な
製
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、携
帯
電
話
基
板
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
環
境
調
和

型
樹
脂
基
板
の
よ
う
な
エ
コ
技
術
が
実
用
化

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
粒
子
を
規
則
的

に
配
列
し
た
材
料
が
ど
の
よ
う
な
用
途
に

利
用
で
き
る
の
か
、こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
夢

が
広
が
る
分
野
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

　
工
業
生
産
現
場
で
粉
体
を
取
り
扱
う
プ

ロ
セ
ス
は
約
八
〇
％
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、企

業
は
粉
体
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
多
く
の
研
究

課
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
大
学

に
は
粉
体
工
学
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
見
、情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、多
く

の
皆
様
に
本
共
同
研
究
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
産
官
学
連
携
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

　
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、微
粒
子
の

そ
の
場
観
測
、精
密
状
態
分
析
、ま
た
微
粒
子

表
面
状
態
の
計
測
を
可
能
に
す
る
た
め
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
で
実
用
さ
れ
る

材
料
の
多
く
は
粒
子
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、こ
れ
ま
で
、こ
れ
ら
の
材
料
を“

物
質‘

と

見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、“

粒
子‘

と
し
て
考
え

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

う
し
た
粒
子
に
改
め
て
注
目
す
る
こ
と
で
、さ

ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
、配
列
や
複
合
化
が
可

能
と
な
り
、I
T
産
業
な
ど
多
方
面
へ
の
応
用

が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、粒
子
に
は
、

物
質
が
持
っ
て
い
な
い
特
有
の
現
象
が
見
ら
れ
、

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、帯
電
量
分
布
の
正
確
な
測

定
、粒
子
表
面
の
局
所
の
性
質
の
評
価
、表
面

近
く
で
の
電
子
波
と
光
の
相
互
作
用
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
小

型
X
線
源
の
開
発
に
成
功
し
て
い
る
ほ
か
、微

粒
子
か
ら
の
微
弱
な
散
乱
光
を
効
率
よ
く
検

出
で
き
る
光
学
系
機
器
の
開
発
、液
中
の
微
粒

子
の
表
面
間
相
互
作
用
力
の
測
定
な
ど
に
着

手
し
て
お
り
、微
粒
子
の
正
し
い
評
価
と
新
し

い
応
用
が
可
能
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
�

　
微
粒
子
の
測
定
・
計
測
は
、粉
体
や
粒
子
を

製
造
、利
用
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
非
常
に
基

礎
的
な
技
術
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

少
量
の
微
粒
子
の
大
き
な
表
面
を
利
用
し
た

環
境
微
量
成
分
の
計
測
や
、電
池
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
法
の
開
発
、身
近
な
も

の
で
は
有
機
溶
媒
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
か
く
乱
物

質
を
使
わ
な
い
食
品
や
化
粧
品
、塗
装
剤
な
ど
、

持
続
可
能
な
社
会
、生
活
の
創
造
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発
に
貢
献
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
�

　
わ
が
国
の
粉
体
工
学
・
粒
子
系
工
学
は
、世

界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、基
礎
的
・
学
問
的

に
も
多
く
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
粉
体
・
粒
子
に
関
わ
ろ
う
と
考
え
る
企

業
の
皆
様
は
、そ
の
技
術
的
な
難
し
さ
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、将
来
の
可
能
性
を
切
り
拓

く
第
一
歩
と
し
て
本
共
同
研
究
に
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
高
度
な
測
定
機
器

を
共
同
利
用
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
、新

し
い
粒
子
や
装
置
開
発
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
�

　粉体は日常生活のさまざまな場面で使用する製品の原材料素材

として、また小麦粉のように、それ自体が深く生活の中に入り込んで

いるものとしてよく知られている素材である。その大きさは数１００

ミクロンの粗粉体のものから、新機能材料として注目される超微粉

体にいたってはナノオーダーのものと用途に合わせた粒径のもの

が製造されている。�

　この粉体は個別に見ると固体として取り扱われるが、集合体とし

てみる時にはわずかに空気を含むことで流体として取り扱うことが

可能でもある。また、固体としてみた時にもその体積に比べて表面

積は非常に大きく、微小な粉体であればあるほど固体としての機能

に加えて表面の活性が増し、新たな機能を発生するという可能性を

秘めている。�

　私どもキヤノンの所属する業界である複写機、プリンタにおいて

は画像形成用インクとしてトナーという数ミクロンの粉体を用いて

いる。例えば、最新のカラー機種で週刊誌のカラーページのような

画像1ページを形成する為にはこのようなトナーの粒を10億個以

上使用しなければならない。そして、よりデータに忠実に画像を形

成するためにはこの膨大な数のトナーの動きを精密に制御し、必要

な場所に必要なだけの数のトナーを搬送していかなければならない。

すなわち、この制御をより科学的に進めるには常に多体問題と取り

組む必要があり、かつトナーを制御するために使用している静電気

という、古くて新しい物理現象にも取り組んでいかなければならない。�

　さらに、近年、複写機に用いられているトナーの粒径は高画質へ

の要請により益々微小となって来ている。そのため表面の物理特性

を厳密に捉えることがより困難な状況になり、機器の安定性を得る

ためには、微小粉体への更なる研究を推進していかなければならな

い。�

　今回、京都府地域結集型共同研究事業において取り上げられた

テーマである「機能性微粒子材料創成のための基盤技術開発」は、

まさにこのミクロンからナノへの微粒子を如何に作り、その性質を

解明し、制御するかという点に着目したということで画期的な試み

である。この事業には大学研究機関、公的研究機関、企業をあわせ

て27の機関が参画し、われわれキヤノンを含む複写機プリンタ関連

業界でも6社が製品の性能、今後の発展がこのトナーという微粒子

制御に拠るところ大と考え、積極的に参加されているものと推察し

ている。�

　キヤノンはこの事業において、トナー物性の解明を積極的に進め、

この特性を取り入れた大規模計算によるシミュレーションによって

多数のトナーの動きをより正確に制御するための方法を探索しよう

と計画している。�

　けいはんなラボ棟コア研究室に設置された大規模計算システム

はわれわれにとってこの目的を達成するための非常に有効な施設

であり、より高速に処理するソフトウェアの開発と相まって多体問題

の解明に向かって技術開発の進展がはかれるものと大いに期待し

ている。また、京都大学、同志社大学などに設置された粒子表面の

解析測定装置を用いることで、微粒子化にすすむトナーの表面物理

特性の先行的解明がスピードアップされ、より世界をリードすること

が可能な機器の開発に結びつくものと期待している。�

　平成15年度の準備から始まり平成20年まで続くこの事業の進

展により、京都を中心とする粉体を取り扱う大学及び企業等、研究機

関の基盤技術力のアップのみならず、全国的な規模でIT産業を支え

る参画機関の基盤技術の発展が成るものと考えられる。�

特集  インタビュー 2
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山
口
　
栄
一�

同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科（
同
志
社
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
） 

教
授
／
I
T
E
C
副
セ
ン
タ
ー
長�

物理学者の視点から、世界に通用する�
ベンチャー・マインドを育成�

山口　栄一（やまぐち　えいいち）�
�
同志社大学大学院ビジネス研究科�

（同志社ビジネススクール）教授�

ITEC副センター長�

専門分野は、半導体・デバイス物理学など。ビジネス

スクールでは、イノベーションと技術経営、ハードウ

ェア技術・ナノテクノロジーなどを担当する。窒化ガ

リウムの結晶成長をビジネスにするベンチャー企業

「（株）パウデック」（本社・神奈川県横浜市）をソ

ニーの主幹研究員とともに2001年に創業し、現在当

社取締役。創業から3年で、企業価値を26倍にした。

5年間のフランス生活では、子供たちとともに馬で駆

けめぐりながら、カンヌ郊外の古い遺跡や自然を散策

するのが週末の楽しみだったとか。日本に帰国してか

らの趣味は、路地裏探訪。思わぬ発見があって、知的

好奇心を満足させるのだそう。�

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥�

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥�

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥�

リ
ス
ク
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
人
材
を
育
成�

��

　
物
理
学
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
日
本
社
会
が
抱

え
る
諸
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
マ

イ
ン
ド
を
持
っ
た
起
業
家
を
育
成
し
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、
同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科
の
山
口
栄
一
教
授
。
も
と
も
と
、
N
T
T
基
礎

研
究
所
で
半
導
体
の
理
論
物
理
学
を
研
究
し
、
一
九

九
○
年
代
に
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
I
M
R
A
と
い
う
先

端
研
究
機
関
に
招
へ
い
さ
れ
て
固
体
内
の
異
常
核
効

果
の
研
究
を
し
て
い
た
山
口
教
授
が
、
日
本
に
帰
国

し
た
の
は
一
九
九
八
年
の
こ
と
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

こ
れ
ま
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
研
究
開
発

を
推
し
進
め
て
き
た
日
本
企
業
の
多
く
が
、“

シ
ェ

ア
・
ホ
ル
ダ
ー
・
バ
リ
ュ
ー
経
営‘

を
旗
印
に
、
研
究

所
の
規
模
を
縮
小
、
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
優
秀
な
研
究
者
が
営
業
部
門
や
生
産
部
門

に
転
属
さ
せ
ら
れ
る
な

ど
、
専
門
性
を
無
視
し

た
人
材
配
置
が
行
わ
れ
、

独
創
性
を
発
揮
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。「
日
本
は
資

源
の
な
い
国
。
い
ま
研

究
を
や
め
て
し
ま
え
ば
、

高
度
な
技
術
力
を
失
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
…
」
。

日
本
の
将
来
に
強
い
危

惧
を
感
じ
た
こ
と
が
、 “

世

直
し
研
究

‘

に
取
り
組

む
最
初
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。�

　
で
は
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
か
。
戦
後
の
日
本
は
、「
い
か
に
リ
ス
ク
の
な
い
安
全
な
社
会
を
つ

く
る
か
」
と
い
う
精
神
の
も
と
で
、
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
な
ど
世

界
に
は
類
の
な
い
安
定
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
た
。
し
か
し
、

急
激
な
情
報
化
や
国
際
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
社
会

の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
「
リ

ス
ク
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
人
材
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
山

口
教
授
。
幸
い
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
（
ス
ピ
ン
オ
フ
）
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
支
援
す
る
資
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
「
あ
と
は
、

彼
ら
の
背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
」
。
山
口
教

授
が
、
同
志
社
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
を

決
意
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
で
き
る
と

確
信
し
た
か
ら
だ
。�

���

技
術
経
営
の
期
待
に
応
え
る
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム�

��

　
日
本
企
業
が
培
っ
て
き
た
部
品
材
料
系
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
は

世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

技
術
力
を
市
場
に
結
び
つ
け
、“

デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド

‘

に
ま
で
育
て
上
げ
る
経
営
力
に
欠
け
て

い
る
の
が
現
状
だ
。
数
年
前
か
ら
、
経
済
産
業
省
を

中
心
に
「
M
O
T
（
技
術
経
営
）
」
の
重
要
性
が
謳

わ
れ
て
い
る
が
、「
経
営
セ
ン
ス
の
あ
る
技
術
者
を
育

て
る
だ
け
で
な
く
、
文
系
経
営
者
に
技
術
と
は
何
か
、

そ
の
根
本
に
あ
る
科
学
を
教
え
た
い
」
と
山
口
教
授
。

昨
年
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
約
一

カ
月
間
、
同
志
社
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
主
催
（
経
済

産
業
省
補
助
事
業
）
の
「
第
一
回
技
術
起
業
家
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
八
代
英
美
講
師
（
I
T
E
C
オ

ム
ロ
ン
フ
ェ
ロ
ー
）
と
と
も
に
ゼ
ロ
か
ら
企
画
し
、

同
志
社
大
学
と
ア
メ
リ
カ
三
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
で
実

行
し
た
。
同
志
社
大
学
で
行
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
自
分
た
ち
で
開
発
し
た
技
術
を
社
会
の
た
め
に
活

用
し
た
い
」
と
考
え
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
研
究
者
、
証

券
マ
ン
や
女
流
税
理
士
な
ど
六
十
五
名
の
生
徒
が
参

加
し
た
と
い
う
。�

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
の
一
つ
は
、
同
志
社
大

学
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
や
商
学
部
と
の

教
育
連
携
。
技
術
者
に
欠
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
商

法
や
会
計
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ま
た
い

か
に
企
業
の
価
値
を
高
め
て
い
く
か
と
い
う
企
業
価

値
評
価
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
た
。
二
つ
目
は
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
を
成
し
遂

げ
た
成
功
事
例
の
紹
介
。

京
都
モ
デ
ル
（
自
立
型
、

ハ
イ
テ
ク
研
究
開
発
型
）

に
該
当
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
社
長
や
C
T
O
を

招
へ
い
し
、
ど
の
よ
う
な

思
い
で
会
社
を
創
業
し
経

営
し
て
い
る
の
か
、
そ
の 

“

魂‘

に
つ
い
て
語
っ
て
も

ら
っ
た
。
た
だ
単
に
講
演

を
聞
く
だ
け
で
な
く
、

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
法
（
講

演
内
容
を
も
と
に
参
加

者
が
互
い
に
デ
ィ
ベ
ー

ト
し
て
問
題
点
を
分
析

す
る
手
法
）
を
採
用
す

る
な
ど
、
参
加
者
が
自

ら
考
え
、
行
動
す
る
機

会
を
提
供
し
た
と
い
う
。�

　
三
つ
目
の
特
徴
は
、

ナ
ノ
テ
ク
を
量
子
力
学

の
世
界
か
ら
と
ら
え
よ

う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

「
物
質
が
百
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
小
さ
く
な
る
と
、
物
性
そ
の
も
の

が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
従
来
の
古
典
力
学
で
は
理
解
で
き
な
い

世
界
」
と
山
口
教
授
。
量
子
力
学
の
世
界
は
摩
訶
不
思
議
、
基
礎
を
学

ぶ
だ
け
で
も
四
年
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
る
所
以
だ
。
し
か
し
、
山
口

教
授
は
、
無
駄
な
知
識
を
そ
ぎ
落
と
し
、“

微
細
な
モ
ノ
の
性
質
を
ビ

ジ
ネ
ス
に
す
る‘

と
い
う
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
抽
出
し
て
、
わ
ず
か
六

モ
ジ
ュ
ー
ル
で
学
ぶ
メ
ソ
ッ
ド
を
開
発
し
た
。「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
は
、
世
界
初
の
こ
と
」
と
山
口
教
授
は
胸
を
張
る
。�
���

市
場
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
た
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
続
々
と
誕
生�

��

　
技
術
起
業
家
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

世
界
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
育
成
を
一
つ
の
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。
事
前
に
提
出
さ
れ
た
「
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
」
を
も
と
に
二
十
四
名
の

生
徒
を
選
抜
し
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の

名
門
大
学（U

C
LA

、US
C

、UC
 Irvine

＊
注

）

に
特
別
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
起
業
家

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
。
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
事
例
や
ハ
イ

テ
ク
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
I
T

世
界
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、

日
本
人
起
業
家
や
世
界
的
な

研
究
者
の
指
導
を
受
け
た
。

来
年
度
は
、
最
先
端
の
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
地
域
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の

ニ
ー
ス
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
定
し
て
い

る
と
い
う
。�

　
す
で
に
、
技
術
起
業
家
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
卒
業
し
た
参
加
者
の

中
か
ら
、
起
業
に
向
け
て
動
き
出
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
次
世
代

半
導
体
と
い
わ
れ
る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
を
応
用
し
て
、
紫
外
線
の
波
長

を
選
別
し
な
が
ら
セ
ン
シ
ン
グ
す
る
技
術
を
核
と
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
企
業
、
ま
た
最
近
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ス
パ
ム
メ
ー
ル
を

プ
ロ
バ
イ
ダ
機
能
で
排
除
し
よ
う
と
い
う
I
T
企
業
、
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
注
目
し
た
企
業
な
ど
、
い
ず
れ
も
市
場

ニ
ー
ズ
が
高
く
、
将
来
的
な
成
長
が
期
待
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
だ
。�

「
同
志
社
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い“

力‘

は
三
つ

あ
る
」
と
山
口
教
授
。
一
つ
は
、
経
済
的
価
値
に
つ
な
が
る
あ
ら
ゆ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
。
二
つ
目
は
、
技
術
革
新
を
有
機
的
に
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
力
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
自
立
・
自

尊
に
あ
ふ
れ
た
起
業
家
精
神
。
今
後
、
同
志
社
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
発
想
、

技
術
を
持
っ
た
世
界
企
業
が
飛
び
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。�

�

UCLAアンダーソン・スクール・オブ・マネジメントでの、�
George Abe教授（前列右から3人目）による授業風景。�

USCマーシャルスクール・オブ・ビジネスのKathy Allen教授�
（前列右から3人目）による授業風景（場所は、ロサンゼルス中心部の�
Japanese American National Museum）�

UCLA（ロサンゼルス郊外）のキャンパス風景。�
アンダーソン・スクール・オブ・マネジメントは、この左奥にある。�

※
注 

U
C
L
A

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
）、US

C

（
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
）、UC

 Irvin
e

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
）�



78

教
員
研
究
紹
介�

2

教
員
研
究
紹
介
�2

大
窪
　
和
也�

同
志
社
大
学
工
学
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
工
学
科 

助
教
授�

材料力学の立場から、新産業創出に�
つながる新素材を研究開発�

大窪　和也（おおくぼ　かずや）�
�

同志社大学工学部／エネルギー機械工学科 助教授�

専門分野は、機械材料・材料力学など。複合材料及び

接着剤の破壊、損傷などについての研究を行う。同志

社大学「竹の高度利用研究センター」の研究メンバー

の一人としても活躍。研究や学会の仕事に追われる毎

日だが、学生たちの成長を見るのが楽しみなのだとか。

企業に在籍していた経験を活かし、「より柔軟な視点で、

産学連携を進めたい」と意欲を見せる。�
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材
料
の
変
形
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
し
て
、
コ
ン
ベ

ア
の
効
率
化
に
貢
献�

��

　
空
港
建
設
な
ど
大
掛
か
り
な
工
事
を
行
う
と
き
に
は
、

採
掘
し
た
大
量
の
土
砂
（
鉱
石
）
を
、
現
場
ま
で
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
使
っ
て
運
ぶ
と
い
う
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
し
か
し
、
大
型
の
コ
ン
ベ
ア
を
連
続
で
長

時
間
稼
動
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
の
電
気
代
も
非
常
に
大
き
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、「
大
型
コ
ン
ベ
ア

を
効
率
的
に
動
か
す
た
め
に
、
材
料
力
学
の
立
場
か

ら
研
究
し
て
い
る
」
と
話
す
の
は
同
志
社
大
学
工
学

部
の
大
窪
和
也
助
教
授
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
は
、
ゴ

ム
で
で
き
た
ベ
ル
ト
が
、
数
多
く
の
金
属
ロ
ー
ラ
ー

に
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
特

定
の
力
を
ゴ
ム
材
料
に
加
え
る
と
、
弾
力
性
が
あ
る

た
め
に
押
し
戻
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
加
圧
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
は
熱
と
し
て
放
出
さ
れ
る
た
め
、
一
〇
〇
％
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
返
っ
て
こ
な
い
。
こ
れ
を
「
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
損
失
」
と
呼
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、「
材
料
が
変
形
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
わ
け
だ
。�

　
大
窪
助
教
授
は
こ
う
し
た
材
料
特
質
に
注
目
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

少
な
い
（
ゴ
ム
の“

へ
こ
み‘

が
最
小
限
な
）
コ
ン
ベ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
約
一
年
ほ
ど
前
か
ら
横
浜
ゴ
ム
と
共
同
で
実
証

実
験
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
効
率
化
の
研
究
で

は
、
コ
ン
ベ
ア
を
動
か
す
モ
ー
タ
ー
の
性
能
の
向
上
や
、
ロ
ー
ラ
ー
の
回

転
率
を
高
め
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
飛
躍
的
な
改

善
が
望
め
ず
、
費
用
対
効
果
の
面
で
も
問
題
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。“

材

料
の
変
形
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失‘

と
い
う
観
点
で
の
研
究
は
、
大
窪
助
教
授

な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
発
想
で
、
各
方
面
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。�

���

理
想
的
な
材
料
を
検
知
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
確
立�

��

　
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
い
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
ゴ
ム
そ
の
も
の
の
材
質
の
問

題
。「
変
形
率
を
極
小
に
す
る
た
め
に
は
、
鉄
の
よ
う
な
固
い
ゴ
ム
を
使

用
す
る
の
が
理
想
的
だ
が
、
割
れ
や
す
い
な
ど
弊
害
も
多
い
」
と
大
窪

助
教
授
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
な
い
材
質
は
、
耐
用
性
が
極
端
に
低

い
の
だ
と
い
う
。
一
定
の
柔
軟
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
へ
こ
み
が
少
な

い
ゴ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
（
ゴ
ム
の
幅

や
長
さ
、
運
搬
す
る
鉱
物
の
量
や
種
類
な
ど
）
を
鑑
み
な
が
ら
、
そ
の

最
適
値
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
検
知
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。�

　
も
う
一
つ
は
、
コ
ン
ベ
ア
を
動
か
す
ベ
ア
リ
ン
グ
（
ロ
ー
ラ
ー
）
の

レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
で
あ
る
。
ベ
ア
リ
ン
グ
の
配
置
間
隔
を
短
く
す
る

と
、
ベ
ル
ト
（
ゴ
ム
）
の
た
わ
み
や
へ
こ
み
は
小
さ
く
な
る
が
、
コ
ン

ベ
ア
の
抵
抗
力
が
増
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
ゴ
ム
の
材
質
や
運
搬
す
る
土
砂
の
転
が
り
方
、
積
み
重
ね
方
に
よ
っ

て
、
最
適
な
ベ
ア
リ
ン
グ
の
配
置
を
検
討
し
て
い
る
」
と
い
う
。�

　
大
窪
助
教
授
は
、
ロ
ー
ラ
ー
部
分
の
ミ
ク
ロ
な
回
転
ス
ピ
ー
ド
差
が

微
妙
な
ベ
ル
ト
の
滑
り
（
ス
リ
ッ
プ
）
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
を
生
み
出
し
て
い
る
（
非
線
形
変
形
）
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
一
本
の
ロ
ー
ラ
ー
が
及
ぼ
す
損
失
は
ご
く
わ
ず
か
だ

が
、
積
み
重
な
れ
ば
一
般
家
庭
が
消
費
す
る
何
千
倍
も
の
電
力
に
匹
敵

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
駄
に
な
る
。「
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

損
失
の
原
因
が
わ
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を

踏
ま
え
た
実
用
的
な
提
案
を
し
て
い
き
た
い
」
と
大
窪
助
教
授
は
意
欲

を
示
す
。
従
来
品
に
比
べ
て
約
二
〇
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
低
減
を
目
指
し

て
い
る
と
い
い
、
実
用
化
に
向
け
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。�

���

開
繊
繊
維
束
を
活
用
し
た
夢
の
新
素
材
を
研
究�

��

　
も
う
一
つ
、
大
窪
助
教
授
が
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、
開
繊
繊
維
束
を

用
い
た
新
た
な
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
開
発
で
あ
る
。「
開
繊
繊
維
」

と
い
う
の
は
、
繊
維
の
束
を
開
い
て
平
ら
な
テ
ー
プ
状
に
し
た
も
の
で
、

数
年
前
に
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
。
衣
服
な
ど
の
素
材

と
し
て
普
及
し
て
い
る
一
般
の
「
平
織
り
布
」
は
、
経
糸
と
緯
糸
が
交
互

に
織
り
重
な
っ
た
厚
み
の
あ
る
形
状
を
し
て
い
る
た
め
、
布
を
左
右
に

引
っ
張
っ
た
と
き
に
、
厚
み
方
向
に
応
力
（
物
体
の
内
部
に
付
加
さ
れ
る

抵
抗
力
）
が
か
か
り
、
材
料
そ
の
も
の
の
強
度
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
開
繊
繊
維
は
繊
維
束
の 

“

う
ね
り
角‘

が
小
さ
い
た
め
に
、
応
力

に
対
す
る
許
容
度
が
高
い
の
だ
と
い
う
。�

　
大
窪
助
教
授
は
こ
う
し
た
開
繊
繊
維
束
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
う
ま
く
混

合
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
タ
フ
（
強
じ
ん
）
な
新
素
材
を
実

用
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
般
的
な
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
強
度

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
前
触
れ
な
し
に
突
然
壊
れ
る
な
ど
信
頼
性

が
低
い
。「
無
理
な
使
用
で
多
少
の
ク
ラ
ッ
ク
（
ひ
び
、
亀
裂
）
が
生
じ
て

も
、
損
傷
が
進
展
し
な
い
よ
う
な
素
材
が
開
発
で
き
れ
ば
…
」。
例
え
ば
、

航
空
機
の
主
要
パ
ー
ツ
は
現
状
で
は
ア
ル
ミ
合
金
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

新
し
い
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
実
用
化
で
き
れ
ば
、
体
積
も
重
量
も
従
来

の
お
よ
そ
三
分
の
一
程
度
、
か
つ
強
度
が
高
く
て
タ
フ
な
次
世
代
型
航
空

機
の
開
発
が
夢
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。「
開
繊
繊
維
の
内
部
現
象
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
解
明
で
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
応
用
が
期
待
で
き
る
、
社

会
貢
献
度
の
高
い
研
究
」
と
大
窪
助
教
授
は
胸
を
張
る
。�
���“

は
く
離‘

と
い
う
切
り
口
で
、
接
着
剤
の
可
能
性
を
追
求�

��

　
そ
の
ほ
か
、
大
窪
助
教
授
は
接
着
剤
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、
感
温
性
接

着
剤
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
I
C
チ
ッ
プ
の
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ

（
基
板
）
に
集
積
回
路
を
プ
リ
ン
ト
す
る
た
め
に
は
、
薄
い
フ
ィ
ル
ム
を
基

板
に
張
り
付
け
、
そ
の
上
か
ら
機
械
的
に
吸
引
し
て
動
か
な
い
よ
う
に
固

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
最
近
、
そ
の
基
板
が
極
め
て
薄
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
温
度
に
よ
っ
て
接
着
力
が
変
化
す
る
特
殊
な
接
着
剤
が
使
わ

れ
は
じ
め
て
い
る
（
温
度
が
高
く
な
る
と
接
着
し
、
温
度
が
下
が
る
と
は

く
離
す
る
）。
こ
の
と
き
、
基
板
そ
の
も
の
が
非
常
に
薄
い
の
で
、
フ
ィ
ル

ム
を
は
が
す
と
き
に
回
路
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。

「
は
が
す
と
き
の
最
適
な
角
度
や
負
荷
、
ま
た
亀
裂
の
進
展
現
象
な
ど
を
解

明
し
て
、
感
温
性
接
着
剤
の
信
頼
性
を
高
め
た
い
」
と
展
望
を
話
す
。
一

定
の
研
究
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
、
製
品
化
に
向
け
て
視
界
も
開

け
て
い
る
よ
う
だ
。�

　「
企
業
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
で
き
る
だ
け
産
業
に
近
い
研
究
を
続

け
て
い
き
た
い
」。“

材

料
力
学‘

の
研
究
は
、

ま
だ
ま
だ
発
展
の
可

能
性
の
多
い
分
野
で

あ
る
。
将
来
、
大
窪

助
教
授
ら
が
開
発
し

た
素
材
が
、
新
産
業

の
創
出
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
結
び
つ

い
て
い
く
か
も
し
れ

な
い
。�

結果：ローラ作用する垂直抗力と抵抗力との関係�

�

背景�

開繊装置�

開繊平織りCFRPが誕生�

繊維束厚さ�
約5分の1�
繊維束幅約7倍�

平織り機�
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平成16年度ものづくりクラスター協議会産学官連携促進事業�
先端技術セミナー「同志社大学先端材料セミナー」�

■2月23日（水）�

�

「第10回　関西文化学術研究都市・東大阪市・同志社大学産官学交流会」�
�

低圧駆動型空気圧アクチュエーターを開発�

　リエゾンオフィス開設前からの交流行事である「関西文化学術研究都

市・東大阪市・同志社大学産官学交流会」。毎回、産官学の各方面より

多数のご参加をいただいております。去る2005年1月26日、東大阪

市にて10回目の会を開催いたしました。�

　同志社大学教員を乗せたバスが京田辺キャンパスを出発し、約70分

ほどで東大阪市横大路町のチトセ工業株式会社（http://www.chitose-

kk.co.jp/）に到着。そこで、世界中から注文が飛び込むという、特殊

技術であるブレージング（ろう付け）やプレス技術の現場を見学し、中

西啓文代表取締役社長と本学教員との熱心な意見交換がみられました。

技術的な話題はもちろんのこと、産業界と大学とのあり方についての率

直なやり取りからは、産学連携意識の浸透が感じられました。�

　場所を移し、本学リエゾンオフィスも入居している「クリエイション・

コア東大阪」にて、本学期待の若手教員二人による「電力貯蔵装置にお

ける電動機の駆動・回生方法」（本学工学部 井上馨専任講師）、「電気シ

ステムのＥＭＣシミュレーション技術」（同 馬場K弘専任講師）と題し

た2本の技術講演を行いました。研究室紹介を交えた講演に、地元企業

をはじめとするたくさんの参加者は熱心に聞き入っていました。その後

の交流懇親会では、打ち解けた和やかな雰囲気で、企業の方から二人

の若手講師に対して具体的な多くの質問が寄せられました。�

　現在、当オフィスではクリエイション・コア東大阪のリエゾン室に

産学連携コーディネータが出向き、これまで以上に東大阪の企業様と

の連携を図っています。また、このような交流会を通じて東大阪市の

企業様と同志社大学との関係を深めていきたいと願っています。これ

までの時間をかけ

て築いてきた交流

を継続していき、

今後も産官学の垣

根を越えた連携を

目指したいと考え

ております。�

　先日「第10回関西文化学術研究都市・東大阪市・同志社大学
産官学交流会」のプログラムの一つとして、東大阪市のお世話に
より、本学工学部教員9名をはじめ、関西文化学術研究都市推進
機構の人たち、私どもリエゾンオフィスのスタッフなど総勢20
名が、東大阪市の企業を訪問させてもらった。�
　なるべく多くの教員に参加してもらいたかったのであるが、予
想よりも少なかった。学期末を迎え、期末試験の監督、卒論審査
関係、学会の準備や参加などが重なり、時期的によくなかったよ
うである。書面での案内以外に、研究室を直接回り参加の依頼も
行ったが、大多数の教員が残念ながら参加できないとのことで
あった。それでも9名の参加には感謝、大いに感謝である。�
　訪問したのは、精密金属プレス加工、金属接合技術「ブレー
ジング」、組立加工などを事業とする、オンリーワンのものづく
り技術を持つチトセ工業株式会社である。製造現場を約１時間に
わたって見学させてもらった。これまでに培われた独自の技術・
ノウハウに基づいた製品作り、生産管理、品質管理体制の整備
（ISO9000）、環境への配慮（ISO14001）など、「ものづ
くり」への真摯な取組み姿勢を見ることができた。教員はものづ
くりの技に興味を示し、質問しながら熱心に見学していた。そし

て見学後の意見交換の場でも活発なやり
取りが行われた。その中で、ある課題に
対して、入手できるあらゆる材料を利
用し、経験と実績にもとづいた技術力を
駆使して、種々試みることにより解決す
ることができたとの話があった。その結
果については、その分野におけるベテランの教員でさえ感心してい
たのは印象的であった。大学での研究の進め方においては予想も
できないような結果が現れることもあり、その結果に教員は興味
を持つ。そしてその興味を産学連携のテーマとして、教員の方か
ら提案する形になればと思っている。�
　今後も、多くの教員が企業の製造現場を見学できる機会をつ
くっていき、もっと製造現場を知ってもらい、企業の目線に立
った産学連携テーマを教員側から提案、設定してもらえるよう
にしたい。見学を受け入れていただく企業は大変だと思うが、
このような形で産学連携に取り組むことができるならばうまく
いくものと確信している。ぜひ、成功例を一つでも多くつくっ
ていきたいと思う。�

�
産学連携コーディネータ　永田和彦�

コーディネータ奮闘記�その 6

　次世代の科学技術を切り拓く新素材として期待が高まっている機能性

材料。�

　本セミナーでは、バイオナノから無機セラミックス分野に至るまで、同

志社大学が培ってきた最先端の技術シーズが発表されました。いま、最

も注目されている研究テーマだけに、企業や産業支援機関、行政などか

ら多数の参加者があり、会場は熱気に包まれていました。�

　基調講演では、日高重助工学部物質化学工学科教授が「微粒子が拓く

新機能性材料の夢」をテーマに、これまでの研究成果を発表。日高教授は、

京都府地域結集型共同研究（機能性微粒子材料創製のための基盤技術

開発）の事業研究統括に就任されるなど、多方面で活躍されています。

パワーポイントなどを使いながら、微粒子の生成技術や材料プロセス技

術などについて、幅広い観点から説明が行われました。�

　引き続いて行われた技術シーズ発表会では、同志社大学の14名の研

究者が、それぞれの研究成果を発表しました。塚越一彦物質化学工学科

教授は、微粒子検出技術として脚光を浴びつつある「キャピラリー電気泳

動と化学発光検出を組み合わせた微量生体成分分離・検出技術の開発」

について、また電子材料分野を代表してK門進三電子工学科教授が「微

粒子複合電磁波吸収体材料の開発」、大鉢忠電気工学科教授が「MBE法

によるSi基板への立方晶GaNエピタキシャル成長」について解説。いず

れも、次世代電子デバイスの基礎開発技術として不可欠なものだけに、

時間を延長して熱心な講演が行われました。そのほか、伊藤靖彦環境シ

ステム学科教授や廣田健機能分子工学科教授による技術シーズが発表

されました。�

　技術シーズ発表の後、和田元リエゾンオフィス・知的財産センター所長

による「同志社大学における産学連携事業・システム」の紹介が行われ、「大

学の知的資産と企業の技術ニーズを結びつけることによって、地域社会

の活性化とベンチャー企業の育成に取り組んでいく」と本学の産学連携

に対する取り組みの説明がありました。その後、研究施設見学会（創考館，

研究室）、ならびに交流会などが開催され、同志社大学の研究者と参加者

による親睦が深められ

ました。参加者からは、

「最先端の研究成果を

知る絶好の機会」「大

学が身近な存在になっ

た」などの声が聞かれ、

本セミナーは成功裡に

終了することができま

した。�
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　同志社大学が中心となって進められている「知的クラス
ター創成事業」の研究成果の一つとして、これまでにない
低圧駆動型の空気圧アクチュエーターが開発され、3月4日、
国立京都国際会館で開催されたベンチャーサポートフェア
で発表されました。辻内伸好工学部機械システム工学科教
授（リエゾンオフィス副所長）と、産業用ロボット機器の開
発ベンチャー「スキューズ（株）」（京都市下京区）との産学
連携により開発されたもので、装置の大きさは直径わずか
5mm全長30mm。世界最小といわれるイギリス製アクチュ
エーターの1/3程度の大きさです。�
　空気圧アクチュエーターは安全で柔軟性が高いといわれ、
人との接触が多い介護や福祉分野への応用が期待される一方、
出力効率や応答性が悪く、アクチュエーターに圧縮空気を送
り込む供給機も大型で使いにくいという課題がありました。
辻内教授らの研究グループは、アクチュエーター素材を天然
ゴムやポリエステル系繊維で形成することで低圧駆動を実現。
また、人間の筋肉と同じように「骨」となる添部材をアク

チュエーターに採用
することにより、注
射器程度の空気圧で
非常に高い出力を発
揮することに成功し
ました。�
　今回のデモンスト
レーションでは、低
圧駆動型空気圧アク
チュエーターを取り
付けたロボットハン
ドが、わずか3本の指で500gのペットボトルをしっかり
とつかむ様子が披露され、訪れた人たちを驚かせました。今
後は、小型センサをロボットハンドに付加することによって、
モノの握り方や力の加え具合を自動制御する「インテリ

ジェント（知的）義手」
の開発を目指しており、
介護・福祉分野から期待
が高まっています。「2年
後には実用化したい。産
業的にも利用価値が高い
研究」と辻内教授は自信
をのぞかせていました。�

左 ： スキューズ（株）統括事業部長　市川裕則氏�
右 ： 辻内伸好教授�
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発明の名称 樹脂組成物�

公開番号 特開2004-224812�

出 願 日 平成15年1月20日�

発 明 者 藤井　透（工学部機械システム工学科教授）�
 松岡　敬（工学部機械システム工学科教授）�

発明の概要�

【課　　題】　　低摩擦性、耐摩耗性、コスト、機械的強度、環境負荷等の面
で優れた特性を有する摺動部材を提供する。�

�
【解決手段】　　流動状態の熱可塑性樹脂または熱硬化性樹脂に、炭化および

賦活化させた多孔質の竹繊維を、樹脂に対して重量比で1％
以上５０％以下の割合で配合し、所定形状に成形して硬化させる。
この樹脂組成物１を円筒状に成形し、これを金属等からなるス
リーブ2の内周に固定して滑り軸受を構成する。  

発明の名称 薄膜材料の形成方法および形成装置�

公開番号 特開2004-327905�

出 願 日 平成15年4月28日�

発 明 者 和田　元（工学部電子工学科教授）�

発明の概要�

【課　　題】　　低温で有毒ガス等を発生させることなく基板上に薄膜材料を形
成することができる薄膜材料の形成方法および形成装置を提
供することを目的としている。�

�
【解決手段】　　液体もしくは固体の材料をプラズマ中に挿入し、この材料表面

に直流電圧もしくは交流電圧を印加することによってプラズマ
中のイオンを照射し、スパッタリング現象により生じた材料粒
子および／または材料粒子とプラズマ中のガス原子との反応生
成物粒子を基板表面に堆積させる薄膜材料の形成方法において、
基板をプラズマの高電子温度部分近傍に配置するとともに、
基板近傍に、少なくともプラズマ中の高電子温度の流れが基
板に接触しないように、基板の前面を横切る磁界をかけること
を特徴としている。 

発明の名称 マイクロストリップ線路�

公開番号 特開2004-336221�

出 願 日 平成15年5月2日�

発 明 者 辻　幹男（工学部電子工学科教授）�
 繁澤　宏（工学部電子工学科教授）�

発明の概要�

【課　　題】　　マイクロストリップ線路の構造自体にフィルタのような周波数を
選択する機能を持たせるようにする。�

� �
【解決手段】　　誘電基板2と、この誘電基板2の上面に設けられたストリップ

導体3と、この誘電基板2の下面に設けられた平面上の平面
導体板４とを設けてなるマイクロストリップ線路1において、こ
の平面導体板4に当接するように、下面に平面状の下層導体
板6を設けた第一の誘電層５０および第二の誘電層５１からなる
多層誘電基板5を設け、誘電基板2と多層誘電基板5とによ
って挟まれる平面導体板4に、伝送波を誘電基板2側から多
層誘電基板5側に漏洩させるためのスロット４０を設けるように
構成する。そして、誘電基板2、第一の誘電層５０、第二の誘
電層５１の誘電定数を、それぞれεｒ、εｒ1、εｒ2とした場合、
εｒ2＜εｒ＜εｒ1となる関係に設定する。�
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